
野外焼却は禁止されています！ 

 

 野外焼却（野焼き）による廃棄物 

の焼却は廃棄物の処理及び清掃に関 

する法律によって禁止されています。 

 

 

 

 

一部例外とされている行為 

１．農業、林業又は漁業を営むため、やむを得ないものとして行われるもの 

（例：あぜ草や下枝の焼却、田畑の害虫防止）※廃ビニールの焼却は禁止 

２．風俗習慣上、又は宗教上の行事を行うもの（例：どんど焼き、しめ縄の焼却） 

３．災害の予防、応急対策又は復旧のために必要なもの（例：火災予防訓練） 

４．国等公共団体が、その施設の管理を行うために必要なもの（例：河川敷の草の焼却） 

５．たき火その他日常生活の焼却であって軽微なもの（例：落ち葉たき・キャンプファイヤー） 

 

 これらの例外行為であっても、野外焼却を推奨しているということではありません。例外行為で

ある野外焼却を行う際には、以下のことに留意して行うように努めてください。 

★留意点 

１．燃やすものをよく乾燥させ、風向きや風の強さ、時間帯を考慮する。 

（湿った草木は煙が大量に発生します。風の強い日に行うと煙が広がってしまいます。） 

２．燃やす前に近所の方に理解を得て迷惑にならないようにする。 

（洗濯物に臭いがつく、煙が家に充満するなど苦情が入り、消火をお願いする場合もあります。） 

３．燃やす量を少しずつ燃やすようにし、必要最小限にする。 

（あくまで例外行為です。燃やすことを推奨しているわけではありません。） 

 

※通報があった場合、警察・消防・市職員が現地を確認し、著しく違反している場合には行政指導

の対象となり、ただちに消火をお願いする場合もございます。 

※野焼きは燃焼温度が低いため、ダイオキシン類などの猛毒の有害物質が発生します。生活環境・

自然環境の保全のためご理解・ご協力をお願いします。 

※枝葉、株などは下記業者に処理を依頼することができます。但し、搬入（山之上町）は各自でお

願いします。 

 許可業者 （株）佐合木材環境事業部リサイクル係 ＴＥＬ２６－３１１１ 

≪罰則≫廃棄物を不法投棄した者及び違法に野外焼却した

者（未遂行為も含む） 

５年以下の懲役又は１千万円以下の罰金（法人は３億円以

下の罰金）、またはこれを併科する 



野外焼却（野焼き）に関するよくある質問 
 

Ｑ．○○で野焼きを行っている。今すぐにでも止めさせてほしい。 

Ａ．野焼きの申出があった場合には、例外行為かどうかをまず聞き、例外行為以外の廃棄

物の焼却行為であった場合には現地確認及びに指導、警察・消防に通報をします。例外行

為であった場合には通報者の方に例外行為であることを伝え、現地を確認し、表面の留意

点に著しく違反しているよう見受けられた場合には指導をします。 

 

Ｑ．○○で野焼きを行っていた。（過去の話） 

Ａ．野焼きの通報は行っていたという過去の話ですと、実際には野焼きはやっていなかっ

たといった場合もあり、不確実な情報に基づいては指導ができないため、行っている最中

に迷惑だと感じた場合は通報をお願いします。 

 

Ｑ 燃やす以外に枝葉等を処理する方法について知りたい。 

Ａ．粉砕機（ガーデンシュレッダー）を使用して細かく粉砕し、堆肥やウッドチップとし

て再利用する方法もあります。環境課では粉砕機の購入費の補助を行っています。こちら

もぜひご利用ください。補助金額は購入費の 2 分の 1 の額。限度額は 2 万円。 

 

Ｑ．今まで田畑で野焼きを行ってきた。なぜ苦情を言われなければいけないのか。 

Ａ．農業行為での野外焼却はあくまで例外行為であり、推奨はされておりません。表面の

留意点に書いてある通り、事前に近所の方に野焼きをする旨は伝えておきましょう。 

 

Ｑ．ドラム缶で剪定した枝木や刈り草を燃やしている。 

Ａ．ドラム缶を焼却炉として使用し、枝木や刈り草を焼却することは禁止されています。 

事業所で出た廃棄物に関しては事業系廃棄物で処理していただく必要があります。届出の

あった焼却炉以外での焼却は基本的に認められていません。 

 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号） 

(焼却禁止) 

第十六条の二 何人も、次に掲げる方法による場合を除き、廃棄物を焼却してはならない。 

一 一般廃棄物処理基準、特別管理一般廃棄物処理基準、産業廃棄物処理基準又は特別管理産業廃棄物処理基準

に従って行う廃棄物の焼却 

二 他の法令又はこれに基づく処分により行う廃棄物の焼却 

三 公益上若しくは社会の慣習上やむを得ない廃棄物の焼却又は周辺地域の生活環境に与える影響が軽微であ

る廃棄物の焼却として政令で定めるもの 

 

第二五条 次の各号のいずれかに該当する者は、五年以下の懲役もしくは千万円以下の罰金に処し、又はこれを

併科する。 

十五 第十六条の二の規定に違反して、廃棄物を焼却した者 

 

問い合わせ先：美濃加茂市環境課 電話番号：０５７４－２５－２１１１（内線３０７） 


